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（19）（19）「ネット発展状況統計報告書」の解読１「ネット発展状況統計報告書」の解読１

　中国インターネット情報センター（ＣＮＮＩＣ＝Ｃｈｉｎａ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ　Ｃｅｎｔｅｒ）は１月２３日、「第１９回インターネット発展状況統計報告書」を公開した。今
回と次回で、その主なポイントを紹介したい。ＣＮＮＩＣは１９９７年１０月から、約半年ごとに１回、中国
インターネットの普及状況を調査・報告してきており、今回で１９回目の報告となる。

　◇ユーザー１０年間で２０倍
　２００６年末現在、中国インターネットのユーザー数は１億３７００万となり、総人口の１割まで普及し
てきている。ユーザーの属性から見れば、３５歳以下の若年層が８２．５％を占め、ユーザーの主力群
は依然として、若くて収入が２０００元／月以下の層である。また、都市部と農村部の隔たりはますま

す拡大している傾向であり、普及
率は６．５倍の差がある。都市別
では北京市の普及率が最も高く、
３０％を超えている。
　企業対消費者（ＢｔｏＣ）の商取
引では、０６年のクリスマスと正
月シーズンでは、携帯電話、デジタ
ルカメラなどのＩＴ（情報技術）製
品はネット取引額が１億元を超え
た。まだ、都市部に住む若いユー
ザーが主流であることには変わり
ない。

　◇ＴＶゴールデンタイムにネット
　　インターネットの利用時間帯に対する調査では、１９時～２２時までがピーク帯であることが分か
る。特に、２０～２１時に集中している。中国のＴＶ観賞のゴールデンタイムである１９～２３時に、多く
の若い人はインターネットを楽しんでいると思われる。その背景としては、国家広電総局がＴＶドラマの
題材規制の厳正化によって、人気ドラマがなかなかでないことで、若者のＴＶ離れが進んでいることも
原因の一つと言える。

　ＣＮＮＩＣは今回初めて、メディ
ア広告に対する信頼性についても
調査を実施した。意外なことに、イ
ンターネット広告を信用している
ユーザーの比例は７．９４％で、Ｔ
Ｖコマーシャルの７．９２％を上
回っている。若いユーザーをター
ゲットにしている企業においては、
ＴＶ広告に高額の費用を投入する
以外に、効果的にインターネット広
告を利用する必要があると考えら
れる。（野村綜研（上海）諮詢有
限公司　主任コンサルタント　唐
栄／総経理　中島久雄）

出所：「第１９回インターネット発展状況統計報告書」２００７／０１／２３
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